
第１回 福岡市道路整備懇談会 

 

日時 令和 2年 5月 29 日(金)10：00～12：00 

場所 エルガーラホール ７階 会議室２ 

 

 

議 事 次 第 

 

１．開会 

  ２．懇談会の設置について                     資料１ 

３．委員紹介                           資料２ 

４．座長選出 

５．議事                              

（１）新しい福岡市道路整備計画アクションプランの策定について  資料３ 

（２）①福岡市を取り巻く状況等について 

②現計画の進捗状況について                 資料４ 

③道路に対するニーズについて                

  （３）今後のスケジュールについて 

６．閉会 

＜配布資料＞ 

  資料１－１ 福岡市道路整備懇談会設置要綱(案) 
  資料１－２ 福岡市道路整備懇談会傍聴要領(案) 
  資料２     座席表 
  資料３     新しい福岡市道路整備計画アクションプランの策定について 
  資料４     福岡市を取り巻く状況等について 

  参考資料  福岡市道路整備アクションプラン（詳細版） 



福岡市道路整備懇談会 設置要綱（案） 

 

（趣 旨） 

第１条  この要綱は、「福岡市道路整備懇談会」（以下「懇談会」という。）に関し必要な

事項を定めるものとする。 

 

（目 的） 

第２条  懇談会では、福岡市の道路整備計画の策定に向けて、現行の道路整備計画で整理して

いる将来ビジョン「10年間の基本的な考え方（平成29～令和8年）」や施策などについて審議し、

新たな将来ビジョンや施策を整理するために、意見を収集する。 

 

（委 員） 

第３条  委員は、学識経験者及び道路利用者から選任する。 

２ 懇談会の委員は別紙１のとおりとする。 

３ 懇談会の円滑な運営を図るため、委員の互選により座長を選任する。 

４ 座長は懇談会を主宰し、懇談会の議事進行に必要な事項を定める。 

 

（懇談会） 

第４条  市長は、委員からの意見収集を行うため、懇談会を開催することができる。 

 

（設置期間） 

第５条  懇談会は、本会の目的の完了をもって解散する。 

 

（委員の任期） 

第６条  委員の任期は、令和 2 年 月 日から懇談会が解散するまでとする。 

 

（守秘義務） 

第７条  委員は、その職務に関して知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退い

た後も、また同様とする。 

 

（情報公開） 

第８条  懇談会は、公開とする。ただし、懇談会が福岡市情報公開条例（平成 14 年福岡市

条例第３号）第 38 条ただし書きの規定に該当する時は，非公開とするとすることができる。 

 

（その他） 

第９条  この要綱に定めるもののほか、懇談会に関し必要な事項は、市長が定めるものとする。   

 

附 則   

 この要綱は令和 2 年 月 日から施行する。 

資料１－１ 



【別紙１】 

 

福岡市道路整備懇談会 委員（五十音順） 

 

 

 

 名前 所属等 

榎本
えのもと

 拓
たく

真
ま

 
福岡地域戦略推進協議会 
事務局長補佐 

黒田
く ろ だ

 清
きよし

 
公益社団法人福岡市老人クラブ連合会 
常務理事 

辰巳
た つ み

 浩
ひろし

 
福岡大学工学部 
社会デザイン工学科 教授 

中原
なかはら

 義
よし

隆
たか

 
NPO 法人福岡市障害者関係団体協議会 
理事長 

西村
にしむら

 早苗
さ な え

 福岡市 PTA 協議会 会長 

萩島
はぎしま

 理
あや

 
九州大学大学院総合理工学研究院 
IFC 部門 教授 

松永
まつなが

 千晶
ち あ き

 
福岡女子大学国際文理学部 
環境科学科 准教授 

三笘
み と ま

 和弘
かずひろ

 
公益財団法人福岡観光コンベンション 
ビューロー 事務局長 

村上
むらかみ

 哲
さとし

 
福岡大学工学部 
社会デザイン工学科 教授 

行政アドバイザー 

鈴木
す ず き

 通
みち

仁
ひと

 
国土交通省九州地方整備局 

福岡国道事務所長 

松岡
まつおか

 淳
あつし

 福岡市住宅都市局都市計画部長 



福岡市道路整備懇談会 傍聴要領（案） 

 

（趣 旨） 

第 1 条  この要領は、「福岡市道路整備懇談会」（以下「懇談会」という。）の傍聴に

関し、必要な事項を定めるものとする。 

 

（受 付） 

第 2 条  懇談会の傍聴を希望する者（以下「傍聴希望者」という。）は、懇談会の開催

の 10 分前までに、整理番号票（別記様式）の交付を受けなければならない。 

 

（定 員） 

第 3 条  懇談会を傍聴する者（以下「傍聴人」という。）の定員は５名までとする。 

２ 傍聴希望者が定員を超えるときは、先着順によって傍聴人を決めるものとする。 

 

（懇談会会場に入場できない者） 

第 4 条  ポスター、ビラ、拡声器など、懇談会もしくは傍聴を妨害する恐れがあると認

められる物品を携帯する者、または懇談会を妨害し、人に迷惑を及ぼす恐れがあると認

められる者は、懇談会会場（以下「会場」という。）に入場することができない。 

 

（傍聴人が守るべき事項） 

第 5 条  傍聴人は、懇談会を傍聴するにあたり、次の事項を守らなければならない。 

（１）会場において、発言しないこと。 

（２）会場における発言に対して、拍手などの方法により、賛否を表明しないこと。 

（３）たすきを着用したりプラカードを揚げたりなど、示威行為をしないこと。 

（４）飲食または喫煙をしないこと。 

（５）みだりに席を離れないこと。 

（６）携帯電話、パソコン等の情報通信機器の電源を切ること。 

（７）他の傍聴人の迷惑になるような行為はしないこと。 

（８）上記（１）～（７）に定めることのほか、懇談会の秩序を乱し、懇談会の妨げと

なるような行為はしないこと。 

 

（撮影、録音等の禁止） 

第 6 条  会場において、撮影、録音、その他これに類する行為をしないこと。ただし、

懇談会の座長（以下「座長」という。）が認めた場合は、この限りではない。 

 

 

 

 

 

資料１－２ 



（傍聴人の退場） 

第 7 条  傍聴人は、懇談会が傍聴を認めない議題に関する協議等を行おうとするとき

は、速やかに会場から退場しなければならない。 

 

（傍聴人への指示） 

第 8 条  座長は、懇談会の平穏な進行を確保するため、傍聴人に対して必要な指示を行

うことができる。 

 

（違反に対する措置） 

第 9 条  傍聴人が、この要領の規定に違反したときは、座長は、傍聴人に対して必要な

措置を命ずることができる。 

２ 傍聴人が前項の規定による命令、または前条の指示に従わないときは、座長は、その

者に対して会場からの退場を命ずることができる。 

 

（その他） 

第 10 条  この要領に定めるもののほか、懇談会の傍聴に関して必要な事項は、その都

度、座長が定めるものとする。 

 

 

附 則   

この要領は令和 2 年 月 日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

        様式 

 
 

年 月 日 福岡市道路整備懇談会 

整理番号票 
 

ＮＯ．      

 

傍聴人は，会議の開催中この整理票 

を携行し，係員の求めに応じて提示し 

てください。 



傍聴席 記者席

出入口

傍聴席

松岡　淳○

事務局

村上　哲● ○鈴木　通仁

福岡市
住宅都市局都市計画部
部長

松永　千晶● ●三笘　和弘

福岡大学
社会デザイン工学科
教授

国土交通省九州地方整備局
福岡国道事務所
所長

西村　早苗● ●萩島　理

福岡女子大学
国際文理学部環境科学科
准教授

福岡観光コンベンションビューロー
事務局長

辰巳　浩● ●中原　義隆

福岡市PTA協議会
会長

九州大学
総合理工学研究院IFC部門
教授

榎本　拓真● ●黒田　清

福岡大学
社会デザイン工学科
教授

福岡市障害者関係団体協議会
理事長

福岡地域戦略推進協議会
事務局長補佐

福岡市老人クラブ連合会
常務理事

座　席　表

日時：令和2年5月29日（金）10:00～12:00

場所：エルガーラホール　７階　会議室２

座長
（委員互選で選出）

資料２
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福岡市を取り巻く状況 

■ 面積、人口構造の変化 

福岡市の人口は、平成24年に公表された将来人口推計を上回る速度で増加しており、令和2

年で約159.6万人となっております。将来人口推計の予測では、令和17年までは増加を続け

るものの、その後は少しずつ減少すると予測されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口数の推移、年齢別構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 福岡市の年齢別人口 

福岡市の人口のうち、高齢者(65歳以上)が約35万人と全体の約20％を占めています。令和 

2年の高齢者人口の実績は22.4%と予測よりも若干低い結果となっておりますが、今後は少

子高齢化が進行し、令和22年では全人口の3割以上が高齢者になると見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 福岡県内や九州他県からの大幅な転入超過 

福岡市の近年の人口増加は、自然増より社会増の影響が大きく、福岡都市圏以外の福岡県お

よび九州他県から大幅な転入超過となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

面積 人口

東区 69.45k㎡ 319,513人

博多区 31.62k㎡ 244,369人

中央区 15.39k㎡ 202,095人

南区 30.98k㎡ 264,277人

城南区 15.99k㎡ 132,673人

早良区 95.87k㎡ 220,275人

西区 84.15k㎡ 212,472人

計 343.46k㎡ 1,595,674人

R2.1.1現在

資料：福岡市推計人口

【面積、人口等】 

 資料：福岡市の将来人口推計について（福岡市）H24.3 

資料：福岡県人口移動調査（福岡県）R2.1.1現在 

※年齢不詳・計算不能とされる29,947人は対象外 

資料：数字でわかる福岡市のいま（福岡市） R1.11 

資料：福岡市まち・ひと・しごと創生総合戦略（福岡市）H31.3 

 
 

地域別社会移動の状況（H29） 
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福岡市を取り巻く状況 

■ 海上貨物量・コンテナ量は増加傾向 

博多港のコンテナ取扱個数は、増加傾向となっており、平成30年は95万TEUとなっていま

す。 

また、福岡空港における貨物取扱量については、国内線国際線合わせて25万t前後で推移 

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ クルーズ船の寄港回数の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 国外からの観光客数の増加 

外国人入国者数は、世界的な景気の低迷や新型インフルエンザの影響などにより、平成21

年に大幅に減少するものの、その後は増加しています。国籍別に見ると、近年では韓国か

らの入国者数が順調に伸びています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 国内外からの入込観光客数の増加 

福岡市への観光客数は、平成23年春の九州新幹線の全線開通やクルーズ客船の寄港増などに

より、平成23年と比較すると約350万人以上増加しており、平成29年には2,134万人となって

います。 
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福岡空港の貨物取扱量の推移 海上出入貨物量、国際海上コンテナ量の推移 

福岡空港・博多港国籍別入国者数と為替レートの推移 

【物流、人流】 

資料：暦年・年度別空港管理状況調書（国土交通省）R1.8 資料：平成30年博多港統計年報（福岡市）R1.9 

資料：出入国管理統計表（法務省）R1.7、時系列統計データ検索サイト_為替（日本銀行）R1.7 

資料：博多港・福岡空港の概況（福岡市港湾局）Ｈ31.3 資料：国際会議統計（日本政府観光局）R1.12 
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資料：平成29年福岡市観光統計（福岡市）H31.3 

■ 国際コンベンションの開催件数の増加 

国際コンベンションの開催件数は、年々増加

しており、平成30年には293件（国内第4位）

で、平成21年（206件）から約1.5倍に増えて

います。 

クルーズ船の寄港回数は、内航は20回前後で

推移しているものの、外航は平成27年以降、

年間200回以上と大きく増加しています。 
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福岡市を取り巻く状況 

■ 大地震発生への備え 

福岡市では平成17年3月に発生した福岡県西方沖地震により、福岡市内では舗装の隆起や陥

没に関する被害が153ヶ所発生し、被災に伴う道路の通行止規制は53ヶ所生じました。 

今後30年以内に警固断層南東部を震源とする地震の発生が懸念されており、福岡県西方沖

地震と比べて市内中心部や市街地の広範囲で大きな揺れが発生するものと想定され、地震

への備えの必要性が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 大地震時の地中線の信頼性が確認 

過去の大地震における地中線の被害状況（被害比率：地中線/架空線）は、架空線と比較 

して阪神・淡路大地震では通信が1/80、電力が1/2、東日本大震災では通信が1/25となっ 

ており、大地震時において地中性の信頼性が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 道路事業の予算は年々減少し、維持管理費は横ばい 

道路事業に関する当初予算は、平成9年度をピークに減少が続いており、令和元年度は 

ピーク時の1/4以下になっています。また、管理する施設や老朽化する施設が増加する 

中、より効率的で効果的な維持管理が必要となってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【防災】 

78 79 79 70 81 87 83 83 78 82 82 83 92 91 85 82 82 76 74 75 76 77 75 62 61 62 70

70 77 79 
66 64 

71 72 72 
61 51 48 39 31 20 16 25 21 21 11 7 7 7 7

7 7 7 7

44 
66 

83 123 

168 
164 158 

113 
123 

64 70 
48 50 

35 38 32 35 
19 

7 
4 0 0 0 4 11 13 12

619 

683 
692 

725 

715 

637 

593 

557 

511 

430 
379 

307 296 

284 
256 

219 219 

206 
228 227 223 206 198 

187 164 173 163

810 

906 

933 

984 

1,029 

959 

906 

824 

772 

626 

579 

477 468 

431 

394 

358 357 

322 319 313 306 
290 

280 
260 

243 
255 252 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1

道路・街路事業

都市高速道路

直轄負担金

維持管理費

当
初
予
算
（
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円
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道路予算（一般会計）の推移 

資料：福岡市道路下水道局 

【財政】 

資料：福岡市揺れやすさマップパンフレット(福岡市 住宅都市局) 

警固断層帯南東部で地震が起きた場合と福岡県西方沖地震の比較 

【防災】 

地中線 架空線

通信 0.03% 2.4% 1/80 約3,600本

電力 4.7% 10.3% 1/2 約4,500本

通信

地震動エリア ： 0％

液状化エリア ：0.1％

津波エリア  ：0.3％

地震動エリア ：0.0％

液状化エリア ：0.9％

津波エリア  ：7.9％

1/25 約28,000本

電力 （データなし） （データなし） - 約28,000本

阪神・淡路大震災

東日本大震災

供給支障被害状況（被害率） 比率
（地中線/架空線）

設備被害状況

（電柱の倒壊等）

東日本大地震・阪神・淡路大震災時のライフラインへの被害状況 

資料：国土交通省 

資料：平成20年版福岡県西方沖地震記録誌（福岡市市民局）H20.9 

福岡県西方沖地震による福岡市内の道路の被害状況 

福岡市の広い範囲
で震度5強以上の
強い揺れを予測 
 
⇒福岡県西方沖地
震よりも甚大な被
害が想定される 

警固断層帯南東部 
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福岡市を取り巻く状況 

■ 都心部でのまちづくり計画の推進 

福岡市では、都心部（天神・博多）及びウォーターフロント地区でまちづくり計画を進め

ており、道路整備を踏まえた空間形成・活力や賑わいの創出を図っています。天神地区で

は、アジアの拠点都市としての役割・機能を高め、新たな空間と雇用を創出するプロジェ

クト『天神ビッグバン』を推進しています。ウォーターフロント地区では、MICEやクルー

ズなどの需要の増加に対し、都市機能の供給力向上を図るとともに、海辺を活かした賑わ

いと憩いの空間形成を目指した取り組みをすすめています。 

また、九州の陸の玄関口として更なる発展が期待される博多駅周辺では、『博多コネクテ

ィッド』をハード・ソフト両面から取り組んでいくことで、多くの人が訪れる九州の陸の

玄関口である博多駅の活力と賑わいを、さらに周辺につなげていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪博多コネクティッド≫ ≪天神ビッグバン≫ 

天神ビッグバンの施策体系 

【都心部のまちづくり】 

≪ウォーターフロント≫ 

ウォーターフロント 

天神ビッグバン 

博多コネクティッド 

資料：新たなインセンティブ制度『天神BBB』を創設します（福岡市）H28.3 
資料：「博多コネクティッド」始動（福岡市）H31.1 

資料：「博多コネクティッド」本格始動 

（福岡市）R1.5 

資料：福岡市ウォーターフロント地区アクセス強化研究会（第３回） 

（福岡市 住宅都市局）H31.1 
資料：ウォーターフロントネクストの取り組みについて 

（福岡市 住宅都市局） 
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福岡市の道路を取り巻く状況 

■ 自動車台数あたりの交通事故発生件数は政令市でワースト2位 

福岡市の自動車1万台あたりの交通事故件数は134件で、政令市で比較すると大阪市に次いで

ワースト2位となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自転車関連の事故の割合は依然として横ばい 

福岡市では、交通事故件数は平成26年から減少傾向にあるものの、自転車関連事故の割合

は20％前後で推移しています。また、歩行者との事故件数については、平成21年と比較し

ても、同程度となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 高齢者に関連する事故の割合は年々増加 

市内の交通事故件数は減少傾向にあるものの、高齢者（65歳以上）関連の交通事故の割合

は、年々増加しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 子供に関連する事故の割合は依然として横ばい 

市内の交通事故件数は減少傾向にあるものの、子供（15歳以下）関連の交通事故の割合は

依然として3.5％前後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13,481 13,247
12,700 12,568 12,643

12,065 11,810

10,633
10,072

8,821

7,758

3,386 3,374 3,279 3,112 2,952 2,812 2,582 2,246 2,271
1,859 1,770

25.1% 25.5% 25.8%
24.8%

23.3% 23.3%

21.9%
21.1%

22.5%

21.1%

22.8%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31
(R1)

市内事故発生件数 うち自転車事故 自転車事故の割合

自転車事故の割合（％）発生件数（件／年）

48

73

52

89

70

66

58

56

50

51

0 20 40 60 80 100

H30

H29

H28

H27

H26

H25

H24

H23

H22

H21

資料：数字でわかる福岡市のいま（福岡市）R1.11 

交通事故件数の推移 自転車と歩行者の交通事故件数 

資料：数字でわかる福岡市のいま（福岡市）R1.11 資料：あなたの町の交通事故（福岡県警察）R2.1 

資料：福岡市統計書（福岡市）H20～30.3 

【交通事故】 

発
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（
件
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割
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（
％
） 

高齢者（65歳以上）に関連する交通事故発生件数の推移 

子供に関連する交通事故発生件数の推移（15歳以下） 

資料：福岡市統計書（福岡市）Ｈ30.3、あなたの町の交通事故（福岡県警察）、住民基本台帳に基づく人口・人口動態及び世帯数調査（e-stat) 
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福岡市の道路を取り巻く状況 

■ 自動車利用率の変化 

平成17年の調査結果を用いた将来予測では、令和7年に自動車利用が49.3％まで増加すると

予測されています。一方で平成29年の調査では鉄道と徒歩の割合が増え、自動車利用が35％

程度に減少するという結果になっており、最新の調査結果を踏まえた将来予測への関心が高

まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自動車登録台数の増加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 鉄道利用者の増加 

福岡市を走る鉄道においては、各路線で増加傾向となっています。特に、地下鉄七隈線で大き

く伸びています。乗車人員の総数を見ると、地下鉄空港線の利用者数が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ バス利用者は増加傾向 

福岡市のバス路線は、営業走行距離が減少傾向にありますが、乗車人員は平成27年以降、増

加しています。また、平成28年より連節バスを導入し、バス運行の効率化を図っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

33.1%

23.2%

8.8%

7.7%

7.2%

3.9%

3.3%

0.6%

12.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

バス

自動車（自分で運転）

地下鉄

自転車

電車（ＪＲ／西鉄）

自動車(自分以外が運転）

タクシー

バイク

無回答

664,047 669,337 678,763 688,606 694,372 703,996 713,378 720,659 727,083 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

乗用自動車 軽自動車（４輪） 貨物自動車 特殊・大型特殊 乗合自動車

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

300.0

350.0

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

地下鉄空港線 地下鉄箱崎線 地下鉄七隈線 西鉄天神大牟田線

西鉄貝塚線 ＪＲ鹿児島本線 ＪＲ香椎線 ＪＲ筑肥線千人／日

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

地下鉄空港線 地下鉄箱崎線 地下鉄七隈線 西鉄天神大牟田線 西鉄貝塚線

ＪＲ鹿児島本線 ＪＲ香椎線 ＪＲ筑肥線 全線

伸び率

51,168 50,904
48,867 47,737 46,957 45,805 45,170 44,205 43,705

46,350

380

401
392

384 383 382 379

403 404

426

200

250

300

350

400

450

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

営業走行距離（千km) 乗降人員（千人／日）

（千km） （千人／日）
■ 高齢者のバス利用が高い 

鉄道１日あたり乗車人員の推移（伸び率） 鉄道１日あたり乗車人員の推移（総数） 

資料：福岡市統計書（福岡市） 資料：福岡市統計書（福岡市） 

資料：福岡市統計書（福岡市）H31.3 

【自動車、公共交通】 

高齢者がよく利用する交通手段は、バスが

33.1％と一番多く、次いで自動車（自分で 

運転）が23.2％となっています。 

バス乗車人員の推移 

福岡市の自動車登録台数(4輪)は、増加

傾向となっており、平成30年度末で約

73万台となっています。車種別に見る

と、軽自動車が増えています。 

自動車登録台数 

資料：議会要覧（福岡市）R1.10 

資料：H28福岡市市政アンケート調査報告書（福岡市） 

対象者：市内在住の60歳以上の方（N=181） 
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資料：平成29年12月議会第4委員会報告資料（福岡市）H29.12

   西鉄バスＨＰ 

詳細な時期

① ：H28.10～H29.6

② ：H29.6～R1.7

③ ：R1.7～

地方中枢都市におけるバス乗車人員の推移 

代表交通手段別の動き（パーソントリップ調査） 

資料：北部九州圏パーソントリップ調査（H17・H29）

注：S47の鉄道には路面電車も含む
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福岡市の道路を取り巻く状況 

■ 多様なモビリティを活用した移動手段の検討 

福岡市では「自動運転」や「パーソナルモビリティ」などを活用し、高齢者や観光客などを

含めた全ての人の移動をサポートする取り組みを検討しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自転車利用の推進 

福岡市では「シェアサイクル」の利用推進を図っており、利用者数（総ライド数）が平成30

年6月から令和元年9月にかけて8,000人から136,000人と大きく増加するなど、市民のニーズ

が高まっています。併せて、市内のサイクルポート数も57箇所から229箇所まで増加してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【自動車、公共交通】 

資料：福岡市HP 

《https://www.city.fukuoka.lg.jp/soki/kikaku/smartcycle/index.html》 

資料：福岡市HP 資料：福岡市HP 

自動運転デモンストレーション 電動キックボードの実証実験 

サイクルポート設置数と総ライド数 

資料：福岡市道路下水道局 

資料：福岡市HP 

FUKUOKA Smart EAST の考え方 
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福岡市の道路状況 

■ 幹線道路の整備 

市街地に集中する通過交通の分散化や周辺市町との広域交流・連携を支えるため、都市の

骨格となる幹線道路の整備を進めており、都市計画道路の整備率は平成30年度末で83.9％

に達しています。特に、4車線以上の都市計画道路の整備率は86.9%と、福岡市の道路ネッ

トワークは概ね形成されつつあります。 

 

 

 

 

 

 

■ 地域の主要渋滞箇所 

福岡市内の渋滞は、幹線道路の整備などが進んできた結果、平成17年度の「福岡県新渋滞

対策計画」策定時に、市管理道路において、22箇所あった渋滞箇所は5箇所に減少しました

が、平成25年１月には、新たな基準で渋滞箇所が選定され、市管理道路において、27箇所

が「地域の主要渋滞箇所」として選定されています。引き続き、道路整備などのハード対

策と公共交通の利用促進などのソフト対策を進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 橋梁の老朽化 

福岡市が管理する橋梁は約2,000橋の橋が架かっており、高度経済成長期の1970年代および

1980年代に集中して多く建設されています。今後、架け替え等が行われないと、建設後50

年を経過した橋梁が増加するため、計画的な維持管理に取り組む必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 道路照明灯のＬＥＤ化 

福岡市の道路照明灯のＬＥＤ化は、平成24年度から令和8年度までの15年間を目途に、福岡

市が管理する道路照明灯約37,000基について、ＬＥＤ化に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【環境】 

H27年度末 H30年度末

４車線以上 85.3% 86.9%

４車線未満 76.2% 78.8%

計 81.9% 83.9% 資料：福岡市道路下水道局 

■都市計画道路の整備率 
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橋梁数2,022橋

【道路状況（整備、維持管理）】 

資料：福岡市道路下水道局 

道路照明の灯具別仕様一覧（灯り部） 

灯具
消費電力
（LED比）

15年電気代
（LED差）

15年CO2量
（LED差）

ランプ寿命
（LED比）

LED照明灯
Zs

125W 約13万円 約3.3ｔ 60,000時間

高圧ﾅﾄﾘｳﾑ
NHT220

285W（228％）
約29万円

（▲16万円）
約7.4ｔ
（4.1ｔ）

24,000時間
（40％）

水銀灯
HF400

470W（376％）
約48万円

（▲35万円）
約12.2ｔ
（8.9ｔ）

12,000時間
（20％）

※中国地方整備局岐阜国事務所管内における灯り部（トンネル以外の照明灯）での仕様

建設年代別の橋数 

資料：国土交通省 

「現状の道路照明における課題・新技術に対する期待」 
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橋梁数 2,022橋
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■ 福岡市道路整備アクションプラン2020の概要 

平成29～令和2年度を計画期間とする「福岡市道路整備アクションプラン2020」で掲げた、 

基本的な考え方である3つのビジョンと10の柱及び主要施策は以下の通りです。 
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■ 道路のバリアフリー化（ビジョン１－１） 

全ての人々が社会参加に向けて安全で快適に移動できるよう、歩道のフラット化など 

ユニバーサルデザインに基づいた道路整備を進めています。特に、「福岡市バリアフ 

リー基本計画（H25.4）」に定める重点整備地区内の生活関連経路については、優先的

に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 通学路の安全対策や歩行空間の整備（ビジョン１－１） 

誰もが安心して歩けるよう歩行空間の整備を進めており、特に通学路の整備について

は、「福岡市通学路交通安全対策プログラム」を策定し、優先的に取り組んでいま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ バス利用環境の改善（ビジョン１－２） 

公共交通の中で、高齢者の利用が多いバスの利便性向上を図るため、関係機関と連携し

て、バス停における上屋・ベンチの設置を進めており、バス事業者による設置の促進を

図る他、道路管理者による設置や地域団体（町内会等）による設置の促進に取り組んで

います。また、道路管理者による設置数は、平成24年度から平成30年度までに、延べ19

箇所設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 自転車通行空間のネットワーク強化 （ビジョン１－３） 

交通問題となっている歩行者と自転車の接触事故の低減を図るため、幹線道路での自転

車通行空間の整備を進めており、整備延長は順調に延伸しています。また、平成26年3

月には「福岡市自転車通行空間ネットワーク整備計画」を策定し、幹線道路での自転車

通行空間のネットワーク化を目指しています。 
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【ビジョン1】ユニバーサル都市・福岡を実現する道づくり 

生活関連経路のバリアフリー化率 

資料：福岡市道路下水道局 

通学路の歩車分離率 

資料：福岡市道路下水道局 

【道路管理者による設置】 【地域団体による設置】 

自転車通行空間の整備延長（累計） 

資料：福岡市道路下水道局 
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歩道のフラット化・視覚障がい者 

誘導用ブロック整備 

未就学児の交通安全対策 
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千代町バス停（上屋設置） 
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■ 自動車専用道路の整備（ビジョン２－４） 

福岡高速道路の日平均通行台数は年々増加傾向となっています。また、アイランドシ

ティ整備事業の進捗に伴う交通需要の増加や東部地域全体の広域的な交通需要に対応

するため、福岡高速6号線の整備を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 幹線道路の整備（ビジョン２－４） 

市域内の拠点間の連携強化や、周辺市町との広域交流・連携を支えるとともに、市街地

に集中する通過交通の分散化を図るため幹線道路の整備を進めています。都市計画道路

の整備については、平成30年度末で83.9％に達しており、政令市の中で5番目に整備が

進んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 沿道景観と調和した道路空間の整備（ビジョン２－５） 

西中洲地区において、地域と行政が一体となって、地域の個性を生かした道路

空間の景観整備を進めています。 

 

 

 

 

 

■ 無電柱化の推進（ビジョン３－７） 

地震や台風などの災害時に、電柱倒壊による道路遮断の防止や電力・通信網の切断被害の

軽減などを図るため、道路のバリアフリー化などと合わせて無電柱化を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 道路の効率的・戦略的な維持管理（ビジョン３－８） 

橋梁については、平成21年度に「福岡市橋梁長寿命化修繕計画」を策定し、平成23年度か

ら計画的に補修を実施しています。また、橋梁以外の幹線道路については、平成24年度に

「福岡市道路（大規模施設）アセットマネジメント基本方針」を策定し、予防保全型の維

持管理手法を導入し、施設の計画的かつ効率的な修繕を実施するとともに、生活道路につ

いても、平成25年度に「福岡市生活道路アセットマネジメント基本方針」を策定し、修繕

を実施しています。 
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【ビジョン2】都市の魅力に磨きをかける道づくり 

福岡高速道路の日平均通行台数の推移 

資料：通行台数データ（福岡北九州高速道路公社）R1.7、IR説明資料（福岡北九州高速道路公社）H31.2 

都市計画道路の整備状況の推移 都市計画道路の整備状況（政令市） 

資料：福岡市統計書（福岡市）H26.3、H31.3 
資料：平成29年都市計画現況調査（国土交通省）H29.3 

【ビジョン3】市民の安全・安心をささえる道づくり 

無電柱化計画に基づく整備延長の推移 

整備前 整備後 

資料：福岡市道路下水道局 
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整備前 

道路補修（南区:野間四ツ角交差点）

資料：国土交通省 
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■ 道路照明灯のＬＥＤ化（ビジョン３－９） 

福岡市の道路照明灯のＬＥＤ化は、平成24年度から平成30年度までに、約9,300基が整

備されています。また、福岡市管理の道路照明灯約37,000基のうち約20,000基につい

て、令和2年度までに、民間資金を活用した一括ＬＥＤ化（ＥＳＣＯ事業）を進めてい

ます。一括ＬＥＤ化分を含めると、全体に対する進捗率は80％となり、残りの道路照

明灯についても、令和8年度を目標にＬＥＤ化に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 防犯灯のＬＥＤ化の推進（ビジョン３－１０） 

地域団体が設置・管理している防犯灯のＬＥＤ化については、平成23年度から「防犯

灯補助金制度」の工事費補助の対象に、ＬＥＤ防犯灯を追加し、地域団体による、防

犯灯のＬＥＤ化の促進を行っています。 

 

■ 市民等との共働による道路環境の保全（ビジョン３－１０） 

平成25年11月より、道路照明灯の維持管理を、企業の皆様のご協力を 

得ながら行う「ふくおか灯のパートナー事業」を開始。令和2年1月 

時点で33社（124基）と協定を締結し、道路照明灯の共働管理を行っ 

ています。 

また、地域団体及びボランティア団体の皆様のご協力を得ながら道路 

の清掃・美化及び破損個所の通報等の活動を行う「福岡市道路サポー 

ター制度」を開始。令和2年2月現在で10団体（209名）と協定を締結し、 

道路の共働管理を行っています。 

 

 

 

■ 福岡市道路整備アクションプラン2020の成果指標の達成状況 
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【ＥＳＣＯ事業】 

・事業者が施設の光熱水費削減に必要な設備の導入、保守管理など必要投資の大部分を負
担して施設の光熱水日削減を実現し、削減額の一部を報酬として受取る事業 

資料：福岡市道路下水道局 

※R2末予定の数値は、R2.4.1時点 
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■ 『道路の安全性や走行性』における満足度（H30市政アンケート調査） 

 

 

 

 

 

 

 

■ 『道路の快適性や利便性』における満足度（H30市政アンケート調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 道路の整備・維持管理の考え方（H30市政アンケート調査） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 力を入れていくべき道路事業（H30市政アンケート調査） 

 

 

 

 

 

 

 

道路整備に関する市民ニーズを把握するため、平成30年2月から8月にアンケート※を実施し、『道路の安全性や走行性』『道路の快適性や利便性』『道路の整備・維持管理の考え方』 

『力を入れていくべき道路事業』などの重要度・満足度を回答していただきました。 ※福岡市内に居住する満２０歳以上の男女から無作為抽出 有効回答数 568人 

『道路の安全性や走行性』については、特に「自転車が安全でスムーズに走ることができること」への不満が

74.1％と他に比べて高くなっています。『道路の快適性や利便性』についても「道路に電柱や電線類がないこ

と」への不満が57.6％と最も高くなっており、快適な自転車通行空間の確保及び無電柱化の推進が求められて

います。 

 

『道路の整備・維持管理の考え方』については、「自転車通行空間を優先して整備する」「歩行者の利便性を優

先して整備する」ことへの賛成が高い傾向で、自動車よりも自転車や歩行者を優先した通行空間の整備を望

む意見が多くなっています。 

 

『力を入れていくべき道路事業』についても、「自転車通行空間の整備」「道路上にある電柱や電線類を地下へ

埋設」「歩道の整備（歩道の設置や拡幅、段差解消など）」に関する要望が全体の約5割を占めています。 
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『不満』57.6％ 道路に電柱や電線類がない 

街路樹などの緑の豊かさ 

道路の清掃（道路にごみがないなど） 

交通量の大小や渋滞の有無などに応じ
て、特定地域を集中的に整備する 

自転車通行空間を優先して整備する 

材質やデザインにできるだけ費用をかけな
いで、機能を重視した道路整備をする 

歩行者の利便性を優先して整備する 

通学路を優先して歩道を整備する 

バスの利便性を優先して整備する 

今ある道路の維持補修を最優先に進める 

道路の清掃や花壇の整理など、 
簡単なものは住民が行う 

現在の車道上に、自転車通行空間を 
整備する 

交通量の大小や渋滞の有無などに関
わらず、各地域を均等に整備する 

緑地空間（植栽帯）を優先して整備する 

材質やデザインに少し費用をかけて、 
景観や歴史に配慮した道路整備をする 

車の利便性を優先して整備する 

通学路指定の有無によらず、歩行者量
が多い箇所から優先して整備する 

マイカーの利便性を優先して整備する 

道路の拡幅やバイパスの整備を 
優先的に行う 

道路の維持管理は行政が全て行う 

現在の歩道上に、自転車通行空間を 
整備する 

無回答 
6.2％ 

その他 
1.8％ 

現状のままでよい 
（特に整備の必要はない）1.6％ 

自転車通行 
空間の整備 

18.0％ 

案内標識の改善 
（記載内容の改善など）1.6％ 

都市高速などの自動車専用 
道路の整備（新設）1.9％ 

歩道上の休憩施設の 
整備（ベンチなど）2.1％ 

身の回りの道路の改善 
（カーブミラーや防護柵の設
置など）7.2％ 

幹線道路以外の身の回りの 
道路の拡幅整備 7.2％ 

道路の維持補修（舗装や側
溝の修繕など）7.6％ 主要な地点を結び、道路網の骨格を形成する

幹線道路の整備（新設、拡幅） 13.4％ 

歩道の整備（歩道の設置や 
拡幅、段差解消など）14.6％ 

道路上にある電柱や電線類 
を地下へ埋設 
16.9％ 
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